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春から初夏の保養所の旅

花・新緑と温泉
を訪 ねて み ませ んか

緑
豊
か
な
自
然
と
、
ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
の
陽

光
を
感
じ
な
が
ら
、
旅
に
出
て
み
ま
せ
ん
か
。

見
事
に
咲
き
誇
る
花
々
の
香
り
を
楽
し
む
・
:

温
泉
で
ゆ
っ
く
り
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
…

魅
力
に
あ
ふ
れ
た
区
の
保
養
所
を
利
用
し
て
、

ぜ
ひ
旅
を
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。

お 問 い 合 わ せ は
地 域 支 援 課

-・l j r。880- 5855
現 地 電 話=
伊 百 高 原 あ だ ち 荘

- x_ J 0557- 54- 1023
湯 河 原 あ だ ち 荘

7 二y、。・・465- 62- 1S30
那 須 森 の 家

■ t i 0287- 76- 4381

新
サ
ー
ビ
ス
を
加
え
さ
ら
に

利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た

団
体
利
用
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

団
体
利
用
は
、
団
体
貸
し
切
り
お

よ
び
2
0人
以
上
の
団
体
予
約
に
な
り

ま
す
。

①
利
用
資
格

区
内
在
住
・
在
勤
者
で
構
成
さ
れ

る
2
0人
以
上
の
団
体

②
貸
切
人
数

湯
河
原
あ
だ
ち
荘
…
8
0
～
1
0
0
人

那
須
森
の
家
…
7
0
～
1
0
0
人

伊
豆
高
原
あ
だ
ち
荘
…
匍
～
5
8
人

③
利
用
可
能
日

毎
週
日
曜
の
1
宿
泊
日
(
土
日
を

含
む
連
休
の
場
合
は
そ
の
最
終
日
)

☆
団
体
利
用
の
で
き
な
い
期
間

春
休
み
(
3
月
2
1
日
～
4
月
8
日
)

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

(
4
月
2
9
日
～
5
月
6
日
)

夏
休
み
(
7
月
2
0
日
～
8
月
3
1
日
)

年
末
年
始
(
1
2
月
2
5
日
～
1
月
8
日
)

④
受
付
期
間

貸
切
利
用
・
:
毎
年
3
月
と
9
月
の
I
～

5
日
に
、
4
ヵ
月
先
の
利
用
分
か

ら
1
年
分
を
受
け
付
け

2
0
人
以
上
の
団
体
…
奇
数
月
の
6
～

1
0日
に
、
4
ヵ
月
・
5
ヵ
月
先
の
利

用
分
を
受
け
付
け

た
だ
し
、
1
4年
の
貸
切
利
用
に
つ

い
て
は
、
5
月
1
日
に
9
月
～
1
2月

利
用
分
の
受
け
付
け
を
し
ま
す
。

⑤
申
込
方
法

地
域
支
援
課
で
受
け
付
け
(
開
庁

日
の
午
前
9
時
～
午
後
5
時
)

空
室
の
現
地
受
付
を
し
ま
す

①
利
用
日
初
日
の
2
日
前
と
前
日
ま

で
の
空
室

※
抽
選
後
か
ら
3
日
前
ま
で
の
空
き

室
利
用
の
申
し
込
み
は
、
こ
れ
ま
で

で
通
り
生
涯
学
習
振
興
公
社
の
各
施

設
で
受
け
付
け
ま
す

②
現
地
受
付
時
間
は
、
開
館
日
の
午

前
9
時
～
午
後
8
時

③
宿
泊
を
希
望
す
る
保
養
所
へ
直
接

電
話
し
て
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
延
泊
希
望
も
で
き
ま
す
。

④
利
用
料
金
は
現
地
支
払
い
で
す
。

湯
河
原
・
那
須

年
中
無
休

年
間
1
4日
の
範
囲
で
保
守
点
検

な
ど
に
よ
る
休
館
が
あ
り
ま
す

が
、
年
中
無
休
に
な
り
ま
す
。

※
通
常
の
申
し
込
み
は
、
こ
れ
ま
で

と
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
公
社
の
各
施

設
(
私
の
便
利
帳
4
4ペ
ー
ジ
参
照
)

で
受
け
付
け
ま
す

※
申
し
込
み
は
、
あ
だ
ち
広
報
・
偶

数
月
2
5日
号
の
「
宿
泊
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い

※
足
立
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
宿
泊
施

設
の
案
内
で
も
、
く
わ
し
く
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

、ツツジが美しい小室山公園( 伊東市)

淨豆海洋公園

保養所周辺お薦め散策コース
湯
河
原
あ
だ
ち
荘

城
山
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

山
頂
か
ら
は
相
模
湾
も
一
望
で

き
る
、
名
所
旧
跡
に
ふ
れ
る
人

気
の
コ
ー
ス
で
す
。
6
月
に
は

ア
ジ
サ
イ
も
見
ご
ろ
に
な
り
ま

す
。

那
須
森
の
家

八
幡
の
自
然
探
求
路

1
0万
本
の
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
や
レ
ン

グ
ツ
ツ
ジ
が
見
事
に
咲
き
乱
れ

ま
す
。
木
道
を
歩
い
て
一
周
で

き
ま
す
。
見
ご
ろ
は
5
月
下
旬

か
ら
6
月
上
旬
。

伊
豆
高
原
あ
だ
ち
荘

城
ヶ
崎
ピ
ク
ニ
カ
ル
コ
ー
ス

野
性
味
あ
ふ
れ
る
断
崖
絶
壁
の

リ
ア
ス
式
海
岸
と
四
季
を
彩
る

原
生
林
を
楽
し
め
る
、
潮
風
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
す
。

伊豆高原あだち荘より
無料送迎します。伊豆高原駅往復随時( 現地に確認し

てください)

昼食は注文販売をします。現地到着後、フロントに予

約注文してください

風呂上りに冷茶の無料サービスがあります

那須森の家より

☆朝食が選べます

現地到着後、朝食を和食から

洋食へ、また洋食から和食へ

変更できます

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
区
長
へ
の
手
紙
か
ら
/
　

同
和
問
題
と
あ
な
た
の
理
解
の
た
め
に

4
・
5
面
▽
応
援
し
ま
す

高
齢
者
の
安
心
生
活
/
-
T
　
　
　

講
習
会

6
・
7
面
▽
く
ら
し
の
情
報
/
掲
示
板
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/
　

め
ざ
せ
子
ど
も
一
茶

8
面
▽
▽
▽
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
/
春
の
花
ま
つ
り
/
　

ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

区長へのファクス
3880- 5678

「区民の声」を
お待ちしています

・区の木…さくら舍/ 区の花…チユー屮2ノプ
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは4
月11 日
から受け付け

▽
2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
へ

啻
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
わ
せ
先
・
問
い
合
わ
せ
先

定
例
払
月
で
す

高
齢
者
福
祉
手
当

心
身
障
害
者
福
祉
手
当
(
区
制
度
)

難
病
患
者
福
祉
手
当

4
月
2
5日
ご
ろ
に
1
3年
1
2月
～
1
4

年
3
月
分
の
手
当
を
振
り
込
み
ま

す
。

惷
咼
齢
者
福
祉
手
当

対
象
=
1
3年
3
月
3
1日
現
在
、
3
ヵ

月
以
上
の
寝
た
き
り
で
、
介
護
の
必

要
が
あ
る
方

※
申
請
受
付
は
1
3年
6

月
3
0日
で
終
了
し
ま
し
た

手
当

金
額
等
=
表
2

問
先
=
在
宅
支
援

係

日
(
3
8
8
0
)
5
2
5
7

ま
た
は
各
福
祉
事
務
所
(
表
I
)

・
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
(
区
制

度
ご
難
病
患
者
福
祉
手
当

問
先
=
障
害
給
付
係
ま
た
は
各
福
祉

事
務
所
(
表
I
)

1
4年度第
1回
　足
立
区
生
業
資
金

対
象
=
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
か

ま
た
は
、
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
り
。

一
般
の
金
融
機
関
か
ら
の
融
資
が
困

難
な
個
人
事
業
主
の
方
で
、
こ
の
融

資
を
受
け
る
こ
と
で
独
立
の
生
計
が

立
て
ら
れ
、
次
の
す
べ
て
の
条
件
を

満
た
す
方
…
区
内
に
1
年
以
上
居
住
/

世
帯
の
生
計
を
立
て
る
住
民
登
録

上
の
世
帯
主
/
事
業
の
新
規
ま
た
は

拡
充
が
目
的
/
世
帯
員
全
員
の
住
民

税
が
非
課
税
/
確
実
な
連
帯
保
証
人

が
一
人
い
る
/
使
途
は
原
則
と
し
て

設
備
資
金

貸
付
額
=
I
世
帯
沺
万

円
以
内
(
予
定
利
率
0
。
4
%、
据
置
期

間
中
は
無
利
子
)

返
済
方
法
=
6

ヵ
月
据
置
後
6
0回
元
利
均
等
償
還

申
込
=
申
込
書
を
窓
口
に
持
参
※

用
紙
は
4
月
1
9
日
ま
で
、
民
生
係
窓

口
、
各
区
民
事
務
所
(
中
央
本
町
区

民
事
務
所
は
除
く
)
、
各
福
祉
事
務
所
　

(
表
1
)
、
勤
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
配
布
受
付
期
間
=
4
月
1
0

日
～
1
9
日
申
・
問
先
=
民
生
係

表1 福祉事務所一覧

※ 電話はかけ間違いのないよう
にお願いします

表2 高齢者福祉手当( 月額)(乳
)・
(親
)医
療
証
を
お
持

ち
の
方
へ

㈹
・
⑩
医
療
費
助
成
制
度
は
、
健

康
保
険
証
で
受
診
し
た
と
き
に
生
じ

る
保
険
診
療
の
自
己
負
担
金
(
一

部
)
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。
利
用

す
る
と
き
は
、
次
の
点
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
▽
受
診
時
は
、医
療
証

と
健
康
保
険
証
を
あ
わ
せ
て
医
療
機

関
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い

▽
保
険

証
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
保
険
変
更

の
手
続
き
が
必
要
で
す

必
要
な
も

の
=
変
更
後
の
健
康
保
険
証
、印
鑑
、

㈹
・
⑩
医
療
証
を
持
参

※
郵
送
で

も
手
続
き
で
き
ま
す

申
・
問
先
=

▽
㈹
医
療
証
・
:児
童
給
付
係

日
(
3
8
8
0
)
5
8
8
4

▽
⑩
医
療
証
・
:家
庭
支
援
係

日
(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

調
理
師
・
製
菓
衛
生
師

試
験
願
書
配
布
中

配
布
場
所
=
足
立
保
健
所
、
各
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー
(
表
3
)
願
書
受
付

=
▽
都
庁
へ
郵
送
…
5
月
1
日
～
1
0

日

▽
団
体
は
都
庁
へ
提
出
予
約
の

う
え
…
①
調
理
師
5
月
7
日
～
9
日

②
製
菓
衛
生
師
4
月
2
6日

試
験
日
=
6

月
2
3日

問
先
=
食
品
保
健
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
6
3

訪
問
介
護
員
養
成
研
修

(
2
級
1
3
0時
間
コ
ー
ス
)

日
時
等
=
▽
講
義
…
5
月
2
1
日
～
6

月
2
0
日
の
う
ち
1
7
日
間
▽
実
習
・
:

6
月
2
1
日
～
8
月
3
0
日
の
う
ち
5
日

間
、
い
ず
れ
も
時
間
は
午
前
9
時
～

午
後
5
時

対
象
=
訪
問
介
護
員
と

し
て
働
く
意
志
の
あ
る
方
お
よ
び
既

に
働
い
て
い
る
方
で
、
全
日
程
出
席

で
き
る
区
内
在
住
の
方

定
員
=
4
0

人
(選
考
)

費
用
=
1
万
7
千
沺
円

申
込
=
所
定
の
申
込
用
紙
(
高
齢
計

画
課
お
よ
び
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
関
原
で
配
布
)
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
提
出

期
限
=
4
月
2
2日

必
着

※
結
果
は
全
員
に
通
知

場
・
申
先
=
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
関
原

〒
1
2
3
・
0
8
5
2
関
原
2
-
1
0
-
1
0

啻
(
3
8
8
9
)
1
4
8
7

問
先
=
高
齢
計
画
課
計
画
推
進
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
6
4

区
制
7
0周
年
記
念

「
健
康
あ
だ
ち
2
1」講
演
会

健
康
で
暮
ら
せ
る
こ
と
は
わ
た
し

た
ち
の
願
い
で
す
。
「
健
康
あ
だ
ち
2
1

」
の
1
0ヵ
年
運
動
が
い
よ
い
よ
始

ま
り
ま
し
た
。
健
康
の
大
事
さ
を
か

み
し
め
、
個
人
で
、
団
体
で
健
康
づ

く
り
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
日
時
=
4

月
2
4日
水
、
午
後
1
時
～
2
時
3
0

分

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

講
師
=
生
島
ヒ
ロ
シ
氏
(
キ
ャ
ス
タ

ー
)

演
題
=
8
0
点
主
義
の
健
康
づ

く
り
(
仮
題
)

定
員
=
1
0
0人(
抽
選
)

費
用
=
無
料

申
込
=
往
復
ハ
ガ
キ

に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、電
話
番
号
、「
健
康
講
演
会
希

望
」
を
明
記

期
限
=
4

月
1
4日
消

印
有
効

申
・
問
先
=
健
康
あ
だ
ち
2
1

事
務
局
(
衛
生
部
内
)

〒
1
2
0
・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
1
1
7
1
1

中
途
失
聴
・
難
聴
者
の

た
め
の
手
話
講
習
会

聞
こ
え
に
く
く
な
っ
て
き
た
方
の

た
め
の
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手

段
獲
得
お
よ
び
仲
間
作
り
を
目
的
と

し
た
手
話
講
習
会
で
す
。
日
時
=
5

月
3
0
日
～
8
月
8
日
ま
で
の
毎
週
木

曜
日
(
全
1
0
回
)
、
午
前
1
0
時
～
正

午

対
象
=
事
故
・
疾
病
な
ど
に
よ

り
聴
覚
障
害
を
持
ち
、
自
力
で
通
所

で
き
る
区
内
在
住
の
方
と
そ
の
家
族

場
所
=
竹
の
塚
障
害
福
祉
館

定
員
=
2
0

人

費
用
=
テ
キ
ス
ト
代
(
5
0
0

円
程
度
)
申
込
=
フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、連
絡
先
、

連
絡
方
法
を
明
記
ま
た
は
電
話

期

限
=
5
月
2
4日

申
・
問
先
=
東
部

障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
1
・
0
0
5
7

神
明
南
2
-
6
-
1
8

`
一
一
一
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0
　
　
　

囲
(
5
6
8
2
)
5
6
6
5

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

〒

1
2
3
・
0
8
6
3
谷
在
家
3
-
1
3
-
1
　
　
　

晋
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2
　
　
　

隰
(
3
8
5
7
)
5
6
2
6

表3 保健総合センター一覧高
脂
血
症
予
防
教
室

日
時
等
=
▽
4
月
2
5
日
中
:
高
脂
血

症
と
は
※
当
日
は
電
卓
、
最
新
の

血
液
検
査
デ
ー
タ
を
持
参
し
、
動
き

や
す
い
服
装
、
運
動
靴
で
来
て
く
だ

さ
い
▽
4
月
3
0
日
岑
:
改
善
の
た

め
の
食
事
、
い
ず
れ
も
時
間
は
午
後

1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
対
象
=
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
が
高
い

方
、
ま
た
は
心
配
な
方

定
員
=
4
0

人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=
千
住
保

健
総
合
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

中
軽
度
知
的
障
害
者

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業

重
度
の
知
的
障
害
者
に
加
え
、
新

た
に
次
の
方
も
対
象
と
し
た
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
い
ま

す
。
対
象
=
区
内
で
ひ
と
り
暮
ら

し
な
ど
で
愛
の
手
帳
3
・
4
度
の
1
8

歳
以
上
の
方

内
容
=
知
的
障
害
の

た
め
、
単
独
で
日
常
生
活
を
営
む
の

が
困
難
な
方
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を

派
遣
し
、
家
事
手
伝
い
や
介
護
な
ど

の
日
常
生
活
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の

提
供

派
遣
時
間
=
週
2
4時
間
以
内

※
障
害
の
程
度
お
よ
び
生
活
状
況
に

応
じ
判
定
し
ま
す

派
遣
時
間
=
午

前
8
時
～
午
後
6
時
ま
で
の
必
要
な

時
間

費
用
=
所
得
に
応
じ
た
負
担

金
有
り
(
最
高
1
時
間
/
9
5
0円
)

申
・
問
先
=
各
福
祉
事
務
所
(
表
I
)

区
長
へ
の

手
紙
か
ら

区
長
へ
寄
せ
ら
れ
た
フ
ァ
ク
ス
・

手
紙
・
広
聴
ハ
ガ
キ
・
E
メ
ー
ル
な

ど
に
対
す
る
区
長
か
ら
の
返
信

・
区
民
か
ら
の
手
紙

あ
る
市
で
は
、
子
育
て
支
援
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
E
メ
ー
ル
で
質
問

に
答
え
て
く
れ
て
、
同
じ
よ
う
な
悩

み
を
も
っ
て
い
る
方
の
質
問
と
そ
れ

に
対
す
る
回
答
も
掲
載
し
て
い
る
。

足
立
区
に
も
、
時
間
を
気
に
せ
ず

相
談
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

子
育
て
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
区
長
か
ら
の
返
信

足
立
区
の
子
育
て
支
援
に
つ
き
ま

し
て
、
積
極
的
な
提
案
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

当
区
で
は
、
1
4年
度
の
重
点
施
策

と
し
て
、
「
子
ど
も
施
策
」
「
高
齢
社

会
施
策
」
「
ま
ち
づ
く
り
施
策
」
「
都

市
型
産
業
・
雇
用
施
策
」「
環
境
施
策
」

「
電
子
自
治
体
化
施
策
」
の
6
つ
を

定
め
、
そ
の
中
で
「
子
ど
も
施
策
」

は
最
重
点
施
策
に
位
置
づ
け
て
お
り

ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
ご
承
知
の
と
お

り
、
こ
の
た
び
、
こ
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
「
風
の
子
」
を
開
設
し
ま

し
た
。

一
方
、
I
T
社
会
の
進
展
に
よ
り
、

様
々
な
分
野
で
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や

利
用
方
法
が
変
化
し
て
い
ま
す
。

ご
指
摘
の
よ
う
に
、
会
社
な
ど
に

お
勤
め
の
保
護
者
の
方
、
乳
幼
児
を

抱
え
た
お
母
さ
ん
方
に
と
っ
て
、
い

つ
で
も
、
時
間
を
気
に
せ
ず
相
談
が

で
き
た
り
、
欲
し
い
情
報
が
得
ら
れ

る
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
は
今
後
ま

す
ま
す
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。

そ
の
た
め
区
で
は
、「
風
の
子
」の

オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
子
育
て
支
援
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、

①
子
育
て
に
関
す
る
Q
&
A

②
区
民
の
方
々
が
自
由
に
子
育
て
に

関
わ
る
情
報
交
換
が
で
き
る
掲
示
板

③
国
や
都
、
民
間
機
関
な
ど
の
各
種

子
育
て
情
報
へ
の
リ
ン
ク

な
ど
、
子
育
て
に
役
立
つ
内
容
に
心

掛
け
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
れ
ら
は
、
携
帯
電
話
で

も
対
応
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

足
杳
長
訃
夲
樢
午

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

「
ネ
ッ
ト
」の
中
の
人
権
問
題

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
者
が
急

増
す
る
に
つ
れ
、
ネ
ッ
ト
上
の
人
権

侵
害
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
だ
れ
で
も

自
由
に
安
価
で
、
し
か
も
容
易
に
情

報
を
発
信
で
き
る
た
め
、
チ
ェ
ッ
ク

機
能
が
十
分
は
た
ら
か
ず
、
あ
や
ふ

や
な
情
報
ま
で
送
信
さ
れ
ま
す
。

そ
の
結
果
、
様
々
な
差
別
情
報
や

差
別
表
現
な
ど
が
ネ
ッ
ト
上
を
無
制

限
に
飛
び
交
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
悪
質
な
行
為
を
取
り
締

ま
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
特
に
。
海
外
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ツ
ト
接
続
業
者
を
利
用
し
て
差
別
的

な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
る

場
合
に
は
、
接
続
業
者
に
削
除
を
求

め
る
ま
で
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善

す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し

ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
「
ネ
チ
ケ
ッ
ト
(
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
)
」を
き
ち

ん
と
守
る
こ
と
で
す
。学
校
や
職
場
、

家
庭
な
ど
あ
ら
ゆ
る
機
会
で

「
ネ
チ

ケ
ッ
ト
」
の
重
要
性
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
ネ
ッ
ト
上
の
差
別
を
な
く
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
ネ
ッ
ト
上
で
差
別
を
受
け

た
場
合
に
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
同
和

対
策
へ
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「
あ
だ
ち
・
ほ
っ
と
ほ
ー
む

事
業
」
協
力
家
庭
募
集

「
あ
だ
ち
・
ほ
っ
と
ほ
I
む
事
業
」

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
、
夜

間
の
養
育
に
欠
け
る
子
ど
も
に
対

し
、
協
力
家
庭
(
ほ
っ
と
ほ
I
む
)

ま
た
は
、
自
宅
で
一
時
的
な
養
育
支

援
事
業
で
す
。
支
援
対
象
=
I
歳
6

ヵ
月
～
1
2
歳
で
、
こ
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
が
支
援
を
必
要
と
判
断
し

た
子
ど
も
支
援
時
間
=
午
後
5
時
～

1
0時

支
援
場
所
=

「
ほ
っ
と
ほ
1

む
」
の
方
ま
た
は
利
用
者
の
ど
ち

ら
か
の
自
宅

蚕
協
力
家
庭
募
集

応
募
資
格
=
区
内
在
住

心
身
と
も

に
健
康
で
積
極
的
に
子
ど
も
の
養
育

に
あ
た
る
こ
と
が
で
き
る
方

ま

た
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

…
住
区
セ
ン
タ
ー
の
児
童
館
・
学
童

保
育
担
当
と
し
て
3
年
以
上
の
勤
務

経
験
が
あ
る
方

保
育
マ
マ
の
経
験

が
あ
る
方

保
育
園
な
ど
で
保
育
経

験
の
あ
る
方

教
員
な
ど
の
子
ど
も

に
関
わ
る
何
ら
か
の
資
格
を
有
す
る

方

シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
や
子
ど
も
会

活
動
な
ど
、
地
域
で
子
ど
も
に
関
わ

る
活
動
を
経
験
し
た
方

子
育
て
の

経
験
が
あ
り
、
こ
の
制
度
に
興
味
の

あ
る
方

謝
礼
=
1
日
3
千
2
0
0
円

募
集
期
間
=
4
月
3
0日

・
臨
時
休
館

4
月
2
8日
脚
は
、館
内
消
毒
の
た

め
臨
時
休
館
し
ま
す
。
※
交
通
広
場

を
含
む

―い
ず

れ
も
・

申
・
問
先
=
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー

啻
(
3
6
0
6
)
1
3
3
3

予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う

病
気
か
ら
お
子
さ
ん
を
守
る
た
め

予
防
接
種
は
大
切
で
す
。
予
防
接
種

法
で
は
接
種
の
対
象
年
齢
と
標
準
接

種
年
齢
(
表
4
)
を
決
め
て
い
ま
す
。

標
準
接
種
年
齢
の
方
に
は
住
民
登
録

を
し
て
い
れ
ば
、
区
か
ら
通
知
が
届

き
ま
す
。
な
お
、
法
律
に
よ
る
対
象

年
齢
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
無
料
で
接

種
で
き
ま
す
。
ま
た
、
海
外
転
勤
な

ど
に
よ
り
標
準
接
種
年
齢
よ
り
早
く

接
種
を
希
望
す
る
方
、
通
知
の
な
い

方
は
保
健
所
・
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
※
法
律

に
よ
る
対
象
年
齢
を
過
ぎ
る
と
、
無

料
で
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い

問
先
=
母
子
保
健

係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
9
2

ま
た
は
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
(
表
3
)

表4 標準接種年齢および法律による対象年齢

※ 風し ん( 経過措置) は法律改正によるも ので すO 接種期限は平成15年9 月末が最終

ですO< わしくは、お問い 合わせください

※ 小学1 年生、中学1 年生でもツベルクリン反応陰性の方はBCG を接種しま す

専
門
医
に
よ
る
ア
レ

ル
ギ
ー
予
防
教
室

日
程
等
=
表
5

対
象
=
ア
レ
ル
ギ

ー
疾
患
に
悩
ん
で
い
る
乳
幼
児
と
保

護
者

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=

各
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
(
表
3
)

表5 専門医によるアレルギー予防教室日程等

※ 時間は、各保健総合センターへお問い合わせください

延
長
保
育
料
の
一
部

が
変
更

生
活
保
護
適
用
中
の
世
帯
お
よ
び

前
年
度
分
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

は
、
7
月
分
の
延
長
保
育
料
か
ら
月

額
千
円
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
以
外
の

世
帯
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
問
先
=

入
園
事
務
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
6
3

病
後
児
保
育
・
一
時
保
育

5
月
1
日
か
ら
区
立
あ
や
せ
保
育

園
で
病
後
児
保
育
・
一
時
保
育
を
開

始
し
ま
す
。

・
病
後
児
保
育

対
象
=
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

・
:
区
内
在
住
で
、
保
護
者
の
就
労
な

ど
に
よ
り
保
育
に
欠
け
る
、
1
歳
以

上
就
学
前
ま
で
の
子
ど
も
病
気
の

回
復
期
の
た
め
集
団
保
育
が
困
難

保
護
者
が
勤
務
の
都
合
上
、
家
庭
で

の
保
育
が
で
き
な
い
利
用
日
=
月
～

土
曜
日
保
育
時
間
=
午
前
8
時

3
0
分
～
午
後
6
時
3
0
分
※
土
曜
日

は
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
1
時
定

員
=
4

人

利
用
期
間
=
ひ
と
つ
の

病
気
に
付
き
7
日
以
内

利
用
料
金
=
1

日
2
千
5
0
0円(
土
曜
日
は
2
千

円
)

登
録
=
児
童
福
祉
課
・
各
認
可

公
・
私
立
保
育
園
に
事
前
登
録

申

込
=
事
前
登
録
後
あ
や
せ
保
育
園
へ

電
話
で
仮
予
約

申
先
=
あ
や
せ
保

育
園
(
病
後
児
保
育
)

啻
(
5
6
9
7
)
5
4
0
1

・

一
時
保
育

対
象
=
区
内
在
住
で
、
保
護
者
が
病

気
や
出
産
、
育
児
疲
れ
解
消
な
ど
の

た
め
一
時
的
に
保
育
で
き
な
い
、
1

歳
以
上
就
学
前
ま
で
の
健
康
な
子
ど

も
利
用
日
=
月
曜
～
土
曜
日
保

育
時
間
=
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
5

時
1
5分
ま
で
の
間
で
時
間
単
位

定

員
=
6
人

利
用
料
金
=
1
時
間
沺

円

申
込
=
電
話

申
先
=
あ
や
せ

保
育
園
(
一
時
保
育
)

啻
(
5
6
9
7
)
5
4
0
2

-
い
ず
れ
も
・

問
先
=
保
育
計
画
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
7
3

ぜ
ん
息
児
水
泳
教
室

(小
・
中
学
生
コ
ー
ス
)

期
間
=
5
月
1
5
日
～
7
月
1
7
日
の
毎

週
水
曜
日
(
計
1
0回
)

受
付
時
間
=

午
後
3
時
2
0分
～
3
時
5
0分

実
技

時
間
=
午
後
4
時
2
0分
～
5
時
2
0分

場
所
=
千
住
温
水
プ
ー
ル

ー
ス
イ
ミ

ー

対
象
=
区
内
在
住
で
、
ぜ
ん
息

を
治
療
中
の
小
・
中
学
生

定
員
=
5
0

人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=

電
話

期
限
=
4

月
1
5日

申
・
問
先
=
公
害
保
健
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
8
9
3

江
北
幼
児
教
室
募
集

日
時
=
原
則
4
月
～
9
月
の
第
4
金

曜
日
、
午
前
1
0
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分

対
象
=
1
9
一
年
1
0
月
～
1
3
年
3
月
生
ま

れ
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

定
員
=
3
0

組
(
先
着
順
)

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=
江
北
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー

日
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

選
挙
豆
知
識

明
る
い
選
挙
推
進
活
動

「
明
る
い
選
挙
推
進
活
動
」
と
は
、

話
し
合
い
を
通
じ
て
政
治
や
選
挙
に

対
す
る
関
心
を
深
め
て
い
く
運
動
で

す
。
こ
の
運
動
を
と
お
し
て
、
私
た

ち
国
民
一
人
ひ
と
り
が
主
権
者
と
し

て
の
自
覚
を
し
っ
か
り
身
に
つ
け
、

政
治
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
認
識

を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
買
収
や

義
理
人
情
な
ど
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
自
分
の
正
し
い
判
断
で
代
表

に
ふ
さ
わ
し
い
大
を
選
べ
る
よ
う
に

な
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
担
い
手
と
し
て
、
区
で
は
1
2
5

人
の
方
に
2
年
間
の
任
期
で
明
る
い

選
挙
推
進
委
員
を
委
嘱
し
て
い
ま

す
。
こ
の
4
月
か
ら
、
皆
さ
ん
の
身

近
な
地
域
で
推
進
委
員
が
活
動
を
始

め
ま
す
。
呼
び
か
け
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

啻
(
3
8
8
0
)
5
5
8
1

取
り
組
ん
で
い
ま
す

「
足
立
区
の
構
造
改
革
戦
略
」
づ
く
り

・
構
造
改
革
の
背
景
と
戦
略
の
位
置

付
けわ

が
国
は
、
戦
後
最
悪
の
倒
産
や
5
%

を
超
え
る
失
業
率
、
そ
し
て
こ

れ
に
伴
う
財
政
悪
化
の
悪
循
環
と
い

う
厳
し
い
環
境
に
あ
り
、
足
立
区
も

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
区

は
「
足
立
区
行
政
改
革
大
綱
(
第
三

次
)
」
お
よ
び
「
行
財
政
改
革
指
針
・

行
動
計
画
」
に
基
づ
い
て
行
政
改
革

を
進
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
社
会

や
経
済
の
構
造
が
大
き
く
変
化
し
て

い
る
今
、
困
難
を
克
服
し
、
将
来
に

備
え
る
た
め
に
は
、
従
来
の
改
革
の

手
段
や
枠
組
み
を
超
え
、
区
政
運
営

の
あ
ら
ゆ
る
部
門
、領
域
に
わ
た
り
、

既
存
の
構
造
を
元
か
ら
改
め
て
い
く

こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
区
は
今
、

区
議
会
の
意
見
を
き
き
な
が
ら
「
足

立
区
の
構
造
改
革
戦
略
」
の
策
定
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
戦
略
は
従
来

の
行
政
改
革
大
綱
や
指
針
・
行
動
計

画
を
発
展
的
に
包
含
し
、
行
政
計
画

が
円
滑
か
つ
効
果
的
に
行
わ
れ
る
た

め
の
方
法
や
方
向
性
を
明
ら
か
に
す

る
も
の
で
す
。

・
構
造
改
革
戦
略
の
構
成

区
の
構
造
改
革
戦
略
は
、「
区
政
の

構
造
改
革
」「
財
政
の
構
造
改
革
≒
社

会
の
構
造
改
革
」
を
三
本
柱
と
し
て

掲
げ
、「
区
政
の
構
造
改
革
」を
進
め

て
「
財
政
の
構
造
改
革
」
へ
と
つ
な

げ
、
こ
れ
ら
2
つ
の
改
革
を
「
社
会

の
構
造
改
革
」
へ
と
波
及
さ
せ
る
道

筋
を
示
し
て
い
ま
す
(
図
1
)
。

ま
ず
、
中
心
と
な
る
「
区
政
の
構

造
改
革
」で
は
、「
民
間
経
営
手
法
の

導
入
と
自
律
型
組
織
へ
の
転
換
」「
区

民
等
の
参
加
と
協
働
の
働
き
か
け
」

の
2
項
目
を
、「
経
営
シ
ス
テ
ム
」「
管

理
シ
ス
テ
ム
」「
現
場
シ
ス
テ
ム
」
と

い
う
組
織
の
各
階
層
で
ど
の
よ
う
に

達
成
し
て
い
く
か
を
述
べ
て
い
ま
す

(図
2
)
。

ま
た
「
財
政
の
構
造
改
革
」
で
は
、

「
財
政
運
営
の
改
革
」
と
「
官
活

(国
や
都
。
他
自
治
体
の
活
用
)
の

選
択
的
採
用
と
民
活
の
全
面
的
採

用
」
の
2

項
目
を
掲
げ
、
さ
ら
に

「社
会
の
構
造
改
革
」で
は
、「
区
民

の
皆
さ
ん
と
の
協
働
の
し
く
み
づ
く

り
」
を
中
核
に
据
え
、
当
面
重
点
的

に
取
り
組
む
べ
き
施
策
分
野
と
し
て

「
子
ど
も
施
策
」
「
高
齢
社
会
施
策
」

「
ま
ち
づ
く
り
施
策
」
「
都
市
型
産

業
・
雇
用
施
策
」
「
環
境
施
策
」
「電

子
自
治
体
施
策
」
の
6
項
目
を
提
案

し
て
い
ま
す
。

・
今
後
の
予
定

区
内
の
関
係
団
体
な
ど
の
皆
さ
ん

の
ご
意
見
を
う
か
が
い
な
が
ら
、
6

月
を
め
ど
に
策
定
作
業
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=

政
策
課
政
策

豐
(
3
8
8
0
)
5
8
1
1

図1 区の構造改革の流れ

図2 区政の構造改革の構成
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応援します
高齢者の安心生活

区の人口約64 万人のうち、65 歳以上の高齢者は105, 696 人( 3 月1
日現在) となり、人口の65% を占めます。
また、区の世論調査( 13 年度) では、「今後特に力を入れて欲しい

区の取り組み」として「高齢者支援」が第1 位でした。
こうした中、区では、高齢者やその

家族の方が安心して生活を送れるよ
う、サービスや相談業務などを充実さ
せています。ここでは、主な事業を紹
介します。ぜひ、ご活用ください。

お申し込み・お問い合わせは　
在宅介護支援センター( 表5) 　
福祉事務所( 表3)
または、在宅支援係へ

T53880 ―5257

在
宅
生
活
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス

区
内
在
住
の
6
5歳
以
上
の
高
齢
者
で
虚
弱
な
方
や
ひ
と
り
暮

ら
し
の
方
、
介
護
が
必
要
な
方
の
在
宅
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

日
常
生
活
用
具
の
助
成
・
給
付

・

【
助
成
】
徘
徊
高
齢
者
位
置
検
索

シ
ス
テ
ム
(
新
規
)

痴
ほ
う
性
高
齢
者
が
徘
徊
し
た
と

き
に
早
期
発
見
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を

利
用
予
定
の
方
に
、
費
用
を
助
成
し

ま
す
。
対
象
=
在
宅
の
6
5歳
以
上

ま
た
は
介
護
保
険
第
2
号
被
保
険
者

で
、
要
支
援
以
上
と
認
定
さ
れ
た
徘

徊
の
あ
る
痴
ほ
う
性
高
齢
者
な
ど

※
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
入
所
者
は
除
く

助
成
内
容
=
加
入
料
お
よ
び
検
索
料

(
す
で
に
利
用
し
て
い
る
方
は
検
索

料
の
み
の
助
成
)

・

【給
付
】
シ
ル
バ
ー
カ
ー

対
象
=
在
宅
の
お
お
む
ね
6
5歳
以
上

の
方
で
、
歩
行
に
不
安
の
あ
る
方

・

【給
付
】
電
磁
調
理
器
・
ガ
ス
安

全
シ
ス
テ
ム

対
象
=
在
宅
の
お
お
む
ね
6
5歳
以
上

の
方
で
、
防
火
な
ど
の
配
慮
を
必
要

と
す
る
ひ
と
り
暮
ら
し
ま
た
は
高
齢

者
世
帯
の
方

・

【給
付
】
火
災
警
報
器
・
自
動
消

火
装
置

対
象
=
在
宅
の
お
お
む
ね
6
5歳
以
上

の
方
で
、
防
火
な
ど
の
配
慮
を
必
要

と
す
る
ね
た
き
り
ま
た
は
ひ
と
り
暮

ら
し
の
方

-
い
ず
れ
も
I

助
成
・
給
付
限
度
額
=
表
1
(
表
2

に
よ
る
利
用
者
負
担
率
あ
り

※
位

置
検
索
シ
ス
テ
ム
検
索
料
を
除
く
)

表1 日常生活用具の助成 一給付限度額

※ 給付は、 指定店による配達・設置

表2 利用者負担

( ※ ) 転居に伴う取りはずし、取り付け のと きにも費用がかかります

▲ シ ルバ ーカ ーは 在宅介 護支
援 セン タ ーで 下見 でき ます
( 一 部カ タログ のみ の所 あり)

紙
お
む
つ
の
支
給

ね
た
き
り
な
ど
で
常
時
失
禁
状
態

の
方
に
紙
お
む
つ
を
支
給
し
ま
す
。

な
お
、
入
院
に
よ
り
紙
お
む
つ
の
持

ち
込
み
が
困
難
な
方
に
は
、
1
ヵ
月
3

千
円
を
助
成
し
ま
す
。
対
象
=

常
時
失
禁
状
態
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
(
生
活
保
護
受
給
者

お
よ
び
介
護
保
険
で
紙
お
む
つ
を
支

給
さ
れ
て
い
る
方
は
除
く
)

①
要

介
護
認
定
3
・
4
・
5
で
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
方

②
I咼
齢
者
福
祉
手

当
受
給
者
で
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

方

③
東
京
都
重
度
心
身
障
害
者
手

当
受
給
者

④
特
別
障
害
者
手
当
、

障
害
児
福
祉
手
当
受
給
者

稾
助
成
金
の
受
付
場
所
が
変
更

4
月
か
ら
、
高
齢
サ
ー
ビ
ス
課
在

宅
支
援
係
(
中
央
館
3
階
)
に
変
わ

り
ま
し
た
。

請
求
月
は
7
月
、1
1月
、3
月
で

す
。
す
で
に
助
成
金
を
受
給
し
て
い

る
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

生
活
支
援
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣

周
囲
か
ら
の
援
助
が
な
く
日
常
生

活
に
お
困
り
の
高
齢
者
宅
に
、
家
事

を
行
う
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
ま
す

(週
2
時
間
ま
で
)
。
対
象
=
在
宅

の
6
5歳
以
上
で
、
要
介
護
認
定
が
非

該
当
(
自
立
)
の
方

費
用
=
表
2

病
後
・
術
後
の
ヘ
ル
パ
ー
派
遣

病
後
・
術
後
の
退
院
直
後
に
、
ひ

と
り
暮
ら
し
高
齢
者
宅
へ
家
事
を
行

う
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
ま
す
(
週
4

時
間
以
内
で
4
週
間
ま
で
。
さ
ら
に
4

週
間
の
延
長
可
)
。
対
象
=
在
宅

の
6
5歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
で
、
退
院
直
後
の
た
め
家
事
が
で

き
な
い
方

※
同
時
に
介
護
保
険
の

認
定
申
請
も
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す

費
用
=
表
2

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
設
置

緊
急
時
に
お
け
る
不
安
の
解
消
と

安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム

で
す
。
自
宅
内
で
緊
急
事
態
の
と
き

に
ペ
ン
ダ
ン
ト
式
の
ボ
タ
ン
を
押
す

だ
け
で
、
自
動
的
に
1
1
9番通
報
さ
れ

ま
す
。
近
隣
の
2
人
以
上
の
方
を
緊

急
協
力
員
と
し
て
登
録
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
対
象
=
在
宅
の
6
5歳
以

上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
ま
た
は
高
齢
者

世
帯
で
、
発
作
性
の
慢
性
疾
患
な
ど

に
よ
り
常
時
注
意
を
要
す
る
状
態
の

方

費
用
=
表
2

生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事
業

在
宅
の
虚
弱
な
高
齢
者
な
ど
の
介

護
予
防
や
閉
じ
こ
も
り
を
防
ぐ
た

め
、
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
で
趣
味
や
生
き
が
い
づ
く
り
な
ど

の
通
所
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
=
6
5歳
以
上
の
高
齢
者
で
、
介

護
保
険
の
要
介
護
認
定
が
非
該
当

(自
立
)
の
方

費
用
=
1
回
千
円

そ
の
ほ
か
に
も
、
次
の
よ
う
な
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
く
わ
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

O
ふ
と
ん
丸
洗
い
乾
燥
消
毒

O
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

○
住
宅
改
修

O
福
祉
電
話
の
設
置

表3 福祉事務所一覧

6
5歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険

料
の
通
知
書
を
送
り
ま
す

6
5歳
以
上
の
方
の
1
4年
度
・
仮
算

定
期
間
中
の
介
護
保
険
料
の
お
知
ら

せ
を
、4
月
1
0日
に
発
送
し
ま
す
。

1
4年
度
の
決
定
保
険
料
は
、
1
4年

度
住
民
税
が
確
定
し
た
時
点
で
再
計

算
・
決
定
し
、
仮
算
定
金
額
と
の
増

減
を
調
整
し
た
う
え
で
、
7
月
中
旬

に
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・

納
付
書
に
よ
る
個
別
払
い
の
方

(
普
通
徴
収
)

4
月
～
6
月
分
の
保
険
料
通
知
書

と
納
付
書
を
送
り
ま
す
。
1
3年
度
住

民
税
を
も
と
に
し
た
仮
計
算
で
す
。

・
年
金
天
引
き
さ
れ
て
い
る
方
(
特

別
徴
収
)

4
・
6
・
8
月
の
受
給
年
金
か
ら

天
引
き
さ
れ
る
保
険
料
額
の
お
知
ら

せ
を
送
り
ま
す
。
暫
定
的
に
、
2
月

の
天
引
き
額
と
同
額
で
す
。

・
介
護
保
険
の
保
険
料
・
利
用
料
の

支
払
い
が
困
難
な
方
は
相
談
を

介
護
保
険
料
は
、
所
得
な
ど
の
状

況
に
よ
り
5
段
階
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。生

活
が
苦
し
く
、
保
険
料
や
利
用

料
の
段
階
を
引
き
下
げ
れ
ば
生
活
が

維
持
で
き
る
と
い
う
場
合
や
、
資
産

な
ど
を
活
用
し
て
も
保
険
料
や
利
用

料
の
支
払
い
の
た
め
生
活
が
困
窮
す

る
場
合
は
、管
轄
の
福
祉
事
務
所
(
表
3
)

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・い
ず
れ
も

問
先
=
介
護
保
険
課
資
格
賦
課
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
7
4
5

介
護
保
険
利
用
者
負
担
額
の
軽
減

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

い
る
方
で
、
特
に
生
計
の
維
持
が
困

難
な
方
に
対
し
て
、
利
用
者
負
担
額

を
軽
減
す
る
制
度
を
始
め
ま
す
。

対
象
=
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
住
民
税
非
課
税
世
帯

②
世
帯
の

年
間
収
入
が
基
準
額
以
下
(
単
身
の

場
合
は
闥
万
円
、1
人
増
え
る
ご
と

に
5
0万
円
を
加
算
)

③
世
帯
の
預

貯
金
額
が
基
準
収
入
額
の
2
分
の
1

以
下

④
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て

い
な
い

※
認
定
を
受
け
て
も
、
利

用
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
や
事

業
所
に
よ
り
軽
減
を
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す

申
・
問
先
=
介

護
保
険
課
保
険
給
付
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
7
4
3

介
護
保
険
制
度
の
勉
強
会

を
企
画
し
ま
せ
ん
か

「介
護
保
険
で
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス

が
利
用
で
き
る
の
?
」「
申
し
込
み
の

方
法
は
?
」
と
疑
問
に
思
っ
て
い
る

方
、
町
会
・
自
治
会
・
サ
ー
ク
ル
な

ど
原
則
2
0人
以
上
の
勉
強
会
で
あ
れ

ば
、
介
護
保
険
課
職
員
が
説
明
し
、

皆
さ
ん
の
質
問
な
ど
に
お
答
え
し
ま

す
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
問
先
=
介
護
保
険
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
8
7

足
立
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

こ
の
事
業
で
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
な
ど
で
日
常
生
活
に
不
安

を
抱
え
た
高
齢
者
が
、
地
域
で
安
心
し
て
生
活
し
て
い
け
る
よ

う
、
問
題
の
早
期
発
見
に
努
め
る
と
と
も
に
、
声
か
け
・
見
守

り
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
の
推
進
に
向
け
て
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
(
表
5
)

を
中
核
に
、
地
域
の
方
へ
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

利
用
し
て
「
安
心
」

実
際
に
見
守
り
を
利
用
し
、
安
心

感
を
得
て
生
活
す
る
方
が
増
え
て
い

ま
す

。
「
両
親
の
見
守
り
を
頼
み
た

い
」「
近
所
に
気
が
か
り
な
お
年
寄
り

が
い
る
」
と
い
う
と
き
は
、
お
気
軽

に
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
関
係
者

(表
4

の
①
)
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

。

支

援

セ

ン
タ

ー

が
訪

問

な
ど

を
行

っ

た

う

え

で

適

切

な

サ

ー

ビ

ス

を

考

え

、
支

援
し

ま

す
(

表
4

の

②
)

。

な

お

、
地

域

別

の
あ

ん
し

ん

協
力

機

関

一
覧
は

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ

ト
で

紹
介

し

て

い
ま

す

。

ア

ド
レ

ス
=
h
t
t
p
:
/
/
k
a
i
g
o
a
d
a
c
h
i

〇
こ
i
p
/
J
I
G
Y
O
y
a
nコ
コ
e
t
/
aコ

‘
h
tヨ

表4 足立あんしんネットワーク活動状況
①足立あんし んネット ワーク関係者数

②活動実績( 13年4月～12月)

あ
ん
し
ん
協
力
員
を
募
集
中

高
齢
者
へ
の
見
守
り
、
声
か
け
を

し
て
い
た
だ
く
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
現
在
釼
人
が
あ
ん
し
ん
協
力
員

と
し
て
登
録
し
、
活
動
し
て
い
ま
す

(
表
4
)
。

く
わ
し
く
は
、
在
宅
支
援
係
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
の
展
開

こ
の
事
業
で
は
、
地
域
で
問
題
を

抱
え
た
高
齢
者
を
い
か
に
発
見
す
る

か
が
重
要
で
す
。

そ
こ
で
、
区
内
の
郵
便
局
か
ら
、

業
務
を
通
じ
て
知
り
得
た
情
報
を
提

供
し
て
も
ら
う
連
携
を
と
る
こ
と
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
区
で
は
、
今
後

も
こ
の
活
動
に
賛
同
い
た
だ
け
る
団

体
な
ど
に
呼
び
か
け
て
、
活
動
の
拡

充
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
ご
意
見
な
ど
を

在
宅
支
援
係
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

介
護
相
談
は

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
ヘ

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
(
表
5
)

は
、
公
的
な
高
齢
者
の
介
護
に
関
す

る
相
談
窓
口
で
す
。
主
な
業
務
は
、

区
が
行
う
介
護
保
険
以
外
の
高
齢
者

サ
ー
ビ
ス
申
請
の
お
手
伝
い
、
介
護

機
器
の
展
示
、
介
護
保
険
制
度
に
関

す
る
相
談
、
家
族
介
護
者
教
室
の
開

催
、
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

の
推
進
な
ど
で
す
。

ま
た
、
併
設
す
る
居
宅
介
護
支
援

事
業
者
に
て
ケ
ア
プ
ラ
ン
も
作
成
し

ま
す
。
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
窓
口
相
談
(
表
5
)

月
～
土
曜
日
(
祝
日
な
ど
を
除

く
)
、午
前
9
時
～
午
後
5
時
(
基
幹

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
み
、午
前
8

時
3
0
分
～
午
後
8
時
)

・
電
話
相
談
(
表
5
)

毎
日
2
4時
間
受
け
付
け

介
護
保
険
の
認
定
や
給
付
、
保
険

料
な
ど
に
つ
い
て
は

介
護
保
険
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

啻
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

表5 在宅介護支援センター 4 月1 凵現在

嵋 ▲ こ のステ
ッカーが 「足 立
あんしんネット
ワーク」の目印
で す▲ 介護相談はお気軽にどうぞ

I T 講習会
初心者向け
パソコン教室
追加開催

「I
T
講
習
会
」
で
は
、初
め
て
パ

ソ
コ
ン
に
触
れ
る
初
心
者
を
対
象
と

し
て
1
2時
間
で
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作
(
文
字
入
力
な
ど
)
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
電
子
メ
ー
ル
利
用
の
基
本

的
技
能
を
学
び
ま
す
。

昨
年
度
行
っ
た
A
コ
ー
ス
(
初
心

者
一
般
)
の
追
加
開
催
と
し
て
、
5
・
6

月
で
5
0回
程
度
を
予
定
し
て
い
ま

す
。5

月
の
I
T
講
習
会

参
加
者
募
集

日
程
等
=
表
6

対
象
=
2
0歳
以
上

の
都
民

定
員
=
各
コ
ー
ス
2
0人

(抽
選
)

費
用
=
受
講
料
は
無
料

(テ
キ
ス
ト
代
顎
円
は
実
費
負
担
)

申
込
=
往
復
ハ
ガ
キ
に
①
希
望
コ
ー

ス
の
番
号

②
住
所

③
氏
名
(
フ

リ
ガ
ナ
)

④
年
齢

⑤
性
別

⑥

電
話
番
号

を
明
記

※
全
コ
ー
ス

の
中
か
ら
1
人
I
コ
ー
ス
、
1
通
の

み
有
効

期
限
=
4
月
2
0日
必
着

申
・
問
先
=
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
事

業
推
進
課

〒
1
2
0
・
0
0
3
4

千
住
5
-
1
3
-
5

7
5
8
1
3
)
3
7
3
0

▲ 昨年度好評の1T 講習会

《往 復ハ ガ キの 記入 例》

表61T 講習会( 5 月一生涯学習振興公社開 催) 日程等

※ 学びピ ア21… 最寄駅・北干住駅
梅田センター分館… 最寄駅・梅島駅
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く
ら
し
の
情
報

定員に先着順
とあるものは4
月11 日

から受け付け

▽
6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
へ

啻
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

凡例

申
込
・
:申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

国
保
保
険
料
納
付
は
6
月
か
ら

国
民
健
康
保
険
料
の
計
算
は
、
昨

年
度
ま
で
年
2
回
(
4
月
・
7
月
)

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら

年
I
回
6
月
に
行
い
、
保
険
料
の
内

容
が
わ
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ

れ
に
伴
い
、
4
月
・
5
月
の
納
付
は

な
く
、
6
月
か
ら
の
納
付
に
変
わ
り

ま
す
。
従
っ
て
、
1
年
分
の
保
険
料

を
6
月
納
期
分
か
ら
3
月
納
期
分
ま

で
の
1
0回
に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。
納
付
書
は
、
6
月
中
旬
に

お
届
け
し
ま
す
。口
座
振
替
の
方
は
、
7

月
1
日
に
引
き
落
と
し
ま
す
。

問
先
=
国
民
健
康
保
険
課
資
格
賦
課

係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

就
職
・
退
職
し
た
ら
手
続
き
を

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
会
社

な
ど
に
就
職
し
て
職
場
の
健
康
保
険

に
加
入
し
た
方
や
、
そ
の
扶
養
家
族

は
、
国
保
を
や
め
る
手
続
き
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
会
社
な
ど
を
退
職
し

て
職
場
の
健
康
保
険
を
脱
退
し
た
方

や
、
そ
の
扶
養
家
族
は
、
国
保
に
加

入
す
る
手
続
き
が
必
要
で
す
(
生
活

保
護
受
給
中
の
方
、
在
留
期
間
が
1

年
未
満
の
外
国
籍
の
方
は
除
く
)
。届

け
出
が
遅
れ
た
場
合
、
保
険
料
は
退

職
日
の
翌
日
ま
で
(
最
長
2
年
)
さ

か
の
ぼ
っ
て
か
か
り
ま
す
が
、
医
療

給
付
は
原
則
と
し
て
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
※
変
更
後
1
4日
以
内
に
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い

加
入
=
職
場
の

健
康
保
険
を
や
め
た
証
明
書
(
資
格

喪
失
証
明
書
、
離
職
票
、
退
職
証
明

書
な
ど
や
め
た
月
日
が
確
認
で
き
る

も
の
)
/
国
民
健
康
保
険
証
(
家
族

が
す
で
に
国
保
に
加
入
し
て
い
る
世

帯
)
/
7
0歳
未
満
の
方
で
、
厚
生
年

金
、共
済
年
金
(
国
民
年
金
を
除
く
)

の
受
給
資
格
の
あ
る
方
は
年
金
証
書

(年
金
受
給
開
始
時
に
届
い
た
被
保

険
者
期
間
の
記
載
さ
れ
て
い
る
も

の
)
を
持
参

喪
失
=
勤
務
先
の
健

康
保
険
証
と
国
民
健
康
保
険
証
を
持

参

申
先
=
国
民
健
康
保
険
課
ま
た

は
各
区
民
事
務
所

問
先
=
国
民
健

康
保
険
課
資
格
賦
課
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

国
保
・
日
帰
り
健
康
施
設
【
割
引
券
】

健
康
保
持
・
増
進
を
目
的
と
し
た

事
業
で
す
。
疲
労
回
復
と
心
身
の
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
の
一
助
に
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
施
設
=
表
I

申

込
=
1
4年
度
「国
保
の
手
び
き
」
綴

り
込
み
の
割
引
券
を
施
設
に
持
参

問
先
=
国
民
健
康
保
険
課
庶
務
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
5
1

表1 日帰り健康施設( 割引
券使用)

国
保
協
定
旅
館

東
京
近
県
の
旅
館
な
ど
が
割
引
料

金
で
利
用
で
き
ま
す
。
対
象
=
区

内
在
住
・
在
勤
の
方

申
込
=
施
設

へ
直
接
電
話
(
足
立
区
国
保
課
扱
い

と
告
げ
て
く
だ
さ
い
)
。予
約
が
と
れ

た
ら

「
国
保
の
手
び
き
」
4
1ペ
ー
ジ

の
利
用
券
(
国
保
課
・
区
民
事
務
所

に
も
有
り
)
を
持
参

※
今
年
度
の

協
定
旅
館
は
、
1
4年
度
「
国
保
の
手

び
き
」
3
5ペ
ー
ジ
参
照
。
料
金
な
ど
、

く
わ
し
く
は
直
接
施
設
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

問
先
=
国
民
健
康

保
険
課
庶
務
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
5
1

生
ご
み
処
理
機
購
入
の

費
用
補
助

ご
み
減
量
化
を
促
進
す
る
た
め
、

生
ご
み
処
理
機
(
コ
ン
ポ
ス
ト
化
容

器
を
含
む
)
の
購
入
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。
対
象
=
区
内
在
住
で
、

家
庭
で
使
い
、
過
去
3
年
間
助
成
を

受
け
て
い
な
い
方

※
I
世
帯
1
台

限
り

補
助
金
額
=
購
入
価
格
の
2

分
の
1

上
限
は
1
万
円

申
・
問

先
=
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
普
及
啓
発

係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
6
0

・
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
の
見
学

コ
ン
ポ
ス
ト
化
容
器
を
実
際
に
使

い
役
立
て
て
い
る
菜
順
渟
、
ダ
ン
ボ

ー
ル
箱
で
の
生
ご
み
堆
肥
化
、
ミ
ミ

ズ
が
生
ご
み
を
食
べ
る
「
ミ
ミ
ズ
コ

ン
ポ
ス
ト
」な
ど
を
見
学
で
き
ま
す
。

場
・
問
先
=
あ
だ
ち
再
生
館
(
月
曜

休
館
)
啻
(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

年
金
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

将
来
、
年
金
を
減
額
さ
れ
た
り
、

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
ら
な
い
た

め
に
、
表
2
に
該
当
す
る
方
は
届
け

出
を
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
4
月
か

ら
、
第
3
号
被
保
険
者
関
係
の
届
け

出
が
、
配
偶
者
の
勤
務
す
る
事
業
所

の
事
業
主
を
経
由
し
て
提
出
す
る
方

法
に
変
わ
り
ま
し
た
。
申
先
=
国

民
年
金
課
ま
た
は
区
民
事
務
所

問

先
=
国
民
年
金
課
適
用
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
4
3

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?

国
民
年
金
保
険
料

1
3年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
書
は
、
4
月
3
0日
を
過
ぎ
る
と
使

用
で
き
ま
せ
ん
。
忘
れ
ず
に
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

・
口
座
振
替
の
申
し
込
み
は

口
座
振
替
の
取
り
扱
い
が
国
(
社

会
保
険
庁
)
に
変
わ
り
ま
し
た
。
新

規
の
申
し
込
み
先
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

金
融
機
関
に
な
り
ま
す
。
問
先
=

足
立
社
会
保
険
事
務
所

`
J
(
3
6
0
4
)
0
1
1
1

国
民
年
金
課
調
整
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
8
4
4

・
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
、
ど
う
し

て
も
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
場
合

に
一
定
期
間
納
付
を
休
む
制
度
で

す
。
4
月
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
全
額

免
除
制
度
の
ほ
か
に
、
保
険
料
の
半

額
を
免
除
す
る
(
残
る
半
額
は
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
)
制
度
が
新
設
さ

れ
ま
し
た
。
免
除
が
認
め
ら
れ
た
期

間
の
年
金
額
は
、
全
額
免
除
は
保
険

料
納
付
済
期
間
の
3
分
の
I
、
半
額

免
除
は
3
分
の
2
と
し
て
計
算
し
ま

す
。ま

た
、
学
生
で
納
付
が
困
難
な
方

は
、
所
得
が
基
準
以
下
で
あ
れ
ば
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
4
月
か
ら
夜

間
部
や
定
時
制
、
通
信
制
課
程
に
在

学
す
る
学
生
も
対
象
と
な
り
ま
し

た
。
困
っ
た
と
き
は
そ
の
ま
ま
に
せ

ず
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。
申
請
に
必

要
な
も
の
=
年
金
手
帳
、
学
生
の
場

合
は
学
生
証
(
コ
ピ
ー
可
)

期
限
=
4

月
分
か
ら
希
望
の
場
合
、
5
月
3
1

日

申
・
問
先
=
国
民
年
金
課
調
整

係

日
(
3
8
8
0
)
5
8
4
4

表2 国民年金の手続き

※年金手帳( 基礎年金番号通知書) は必ずお持ちください

2
・
2
・
2
住
宅
プ
ラ
ン

大
谷
田
五
丁
目
事
業

2
・
2
・
2
住
宅
プ
ラ
ン
に
基
づ

く
、
一
般
定
期
借
地
権
付
き
2
階
建

て
住
宅
の
建
築
が
進
ん
で
い
ま
す
。

購
入
者
は
、
住
宅
購
入
費
用
(
権
利

金
・
保
証
金
を
含
む
)
と
は
別
に
、

敷
金
と
毎
月
の
地
代
を
区
に
支
払
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
購
入
の
登
録
受

け
付
け
に
つ
い
て
は
、
あ
だ
ち
広
報

4
月
2
5日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

場
所
=
大
谷
田
五
丁
目
2
8番
内
(
事

業
地
8
区
画
の
う
ち
4
区
画
)
対

象
=
多
世
代
で
居
住
す
る
区
民

問

先
=
住
宅
推
進
室

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
5
9

就
学
援
助
制
度

小
・
中
学
校
の
給
食
費
や
学
用
品

費
な
ど
を
援
助
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
(
所
得
制
限
あ
り
)
。
区
内
の
学

校
に
通
う
方
は
学
校
を
と
お
し
て
。

そ
の
ほ
か
の
方
は
学
務
課
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
問
先
=
学
務
課
助

成
係

日
(
3
8
8
0
)
5
9
7
7

区
立
図
書
館
の
休
館
日
変
更

月
末
休
館
日
(
館
内
整
理
日
)
は
、

次
の
場
合
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

▽
毎
月
末
日
(
休
館
日
)
が
、
土
・

日
・
祝
日
に
あ
た
る
場
合
・
:
そ
の
月

の
最
終
金
曜
日
が
休
館
日
(
3

月
・

1
2月
を
除
く
)

※
そ
の
最
終
金
曜

日
が
祝
日
に
あ
た
る
場
合
は
、
そ
の

前
日
の
木
曜
日
が
休
館
日

▽
年
末

年
始
・
特
別
整
理
期
間
は
、
従
来
ど

お
り
土
・
日
・
祝
日
で
も
休
館
日

▽
常
東
・
宮
城
図
書
館
の
み
、
前
記

の
休
館
日
の
ほ
か
、
毎
月
末
日
が
月

曜
日
に
重
な
っ
た
場
合
は
翌
日
の
火

曜
日
も
休
館
日

問
先
=
中
央
図
書

館

啻
(
5
8
1
3
)
3
7
4
9

葛
飾
清
掃
工
場
更
新
事
業
に
係
る

環
境
影
響
評
価
書
の
公
示
・
縦
覧

縦
覧
期
間
=
4
月
1
8
日
～
5
月
2

日
、
午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
4
時
3
0

分

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

縦

覧
場
所
・
問
先
=
区
・
環
境
課
調
整

係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
3
5

都
・
環
境
局
環
境
影
響
評
価
審
査
課

啻
(
5
3
8
8
)
3
4
4
0

な
お
、
中
央
・
佐
野
・
東
和
図
書
館

で
も
閲
覧
で
き
ま
す

タウンキャンバスがお目見え
北千住西口再開発工事現場の

仮囲いを、小中学生の絵で飾りま
した。ぜひご鑑賞ください。 作品=
千住地域の小学生の絵/ 第4

回美化推進ポスターコンクール
入選作品/13 年度明るい選挙啓
発ポスター金賞作品 問先= 文
化センター開設05813 ―3738

北千住駅西口再開発工事に
ご協力をお願いします

今後1 年間は、4月に駅前広場
拡幅のための仮店舗解体・除却工

事、5月から駅前広場にかかるペ
デストリアンデッキ基礎工事( 夜
間) と地下鉄換気孔の移設工事お
よび区域の西側道路下水道工事
を行う予定です。
また、施設建築物は夏ごろから

鉄骨が建ち上がってきます。
工事中は、近隣の皆さんや駅利

用者の方に大変ご迷惑とご不便
をおかけします。安全には充分気

をつけて作業をしますので、しば
らくの間、ご理解とご協力をお願
いします。 問先= 北千住駅西口

地区市街地再開発組合
03879 ―5571

再開発事業課または公共施設担
当課7?3879- 5513

掲
示
板

・
総
合
治
水
施
設
見
学
会
参
加
募
集

日
時
等
=
5
月
1
9日
脚
、
午
前
9
時
4
5

分
都
庁
集
合
↓
神
田
川
・
環
七
地

下
調
節
池
善
福
寺
川
取
水
施
設
↓
両

国
ポ
ン
プ
所

対
象
=
小
学
4
年
以

上
(
小
学
生
保
護
者
同
伴
)

定
員
=

沺
人
(
抽
選
)

費
用
=
無
料

申
込
=

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、参
加
者
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

期
限
=
4

月
2
4日
必
着

申
・
問
先
=
〒
1
6
3
・
8
0
0
1

都
・
建
設
局
河
川
部
内
事

務
局

啻
(
5
3
2
0
)
5
4
1
5

・
都
こ
咼
年
齢
者
就
業
相
談
所

3
月
で
日
暮
里
高
年
齢
者
就
業
相

談
所
は
廃
止
し
ま
し
た
。
近
隣
の
窓

口
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
墨
田
…
墨
田
区
業
平
I
-
2
1
-
9
　
　
　

啻
(
3
6
2
5
)
7
6
6
8

▽
北
…
北
区
赤
羽
2
-
1
5
-
5

啻
(
3
5
9
8
)
0
3
6
4

・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
就
業
支
援
講
習

日
程
=
5

月
1
5日
～
2
3日
の
う
ち
7

日
間
、
午
前
1
0時
～
午
後
4
時

対

象
=
足
立
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
に
新
規
入
会
し
就
業
で
き
る
6
0
歳

以
上
の
方
定
員
=
若
干
名
(
選
考
)

費
用
=
無
料
申
込
=
往
復
ハ
ガ
キ
　

(
4
月
1
5
日
必
着
)
※
く
わ
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
場
・

申
・
問
先
=
都
・
高
齢
者
事
業
振
興

財
団
(
飯
田
橋
駅
か
ら
徒
歩
7
分
)
　
　
　

豐
(
5
2
1
1
)
2
3
2
7

・
春
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

対
象
=
都
立
庭
園
・
公
園
で
3
月
か

ら
5
月
ま
で
に
撮
影
し
た
写
真
部

門
=
小
中
学
生
/
一
般
申
込
等
=

所
定
の
応
募
用
紙
を
参
照
申
・
問

先
=
聯
「
緑
と
水
」
の
市
民
カ
レ
ッ

ジ
豐
(
5
5
3
2
)
1
3
0
6

・
科
学
技
術
週
間
行
事
・
施
設
公
開
　

く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
※
い
ず
れ
も
、
午
前
1
0
時
～

午
後
4
時

▽
西
が
丘
庁
舎
(
北

区
西
が
丘
)
・
:
4
月
1
9日
・
2
0日

▽
駒
沢
庁
舎
(
世
田
谷
区
深
沢
)
・
:
4

月
1
2日
・
1
3日

▽
墨
田
庁
舎
(
墨

田
区
横
網
)
・
:
4
月
1
6日
・
1
7日

間
先
=
都
立
産
業
技
術
研
究
所

{一一
(
3
9
0
9
)
2
3
6
4
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催
し
物
ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは4
月11 日

から受け付け

み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う

「
パ
ン
焼
き
」

障
害
の
あ
る
子
も
な
い
子
も
、
大

人
も
子
ど
も
も
一
緒
に
遊
ぼ
う
。

日
時
=
4
月
2
7日
倒
、
午
後
2
時

対
象
=
幼
児
と
保
護
者
、
小
学
生
か

ら
大
人
ま
で

費
用
=
無
料

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

場
・
申
・
問

先
=
西
保
木
間
児
童
館

一一
J
(
3
8
8
4
)
1
1
1
4

少
年
活
動
リ
ー
ダ
ー
講
座

「
H
O
W
　
T
O
　

キ
ャ
ン
プ
」

野
外
活
動
の
指
導
者
と
し
て
必
要

な
知
識
と
実
技
(
テ
ン
ト
設
営
・
野

外
炊
事
な
ど
)
を
学
び
ま
す
。
修
了

者
に
は
修
了
証
(
区
内
公
園
少
年
キ

ャ
ン
プ
場
の
利
用
時
に
必
要
)
を
交

付
。
日
程
等
=
表
3

対
象
=
1
6

歳
以
上
で
青
少
年
の
育
成
活
動
に
携

わ
っ
て
い
る
方

費
用
=
材
料
費
の

み
実
費

申
込
=
往
復
ハ
ガ
キ
に
講

座
名
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を

明
記

期
限
=
5
月
8
日
必
着

申
・
問
先
=
青
少
年
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3

・
0
8
4
1
西
新
#
I
-
4
-
1
7
　
　
　

啻
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

表3HOWTO キャンプ日程等

※ 区内少年キャンプ場の募集等は、あだ
ち広報4 月25日号でお知らせします

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
募
集

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
は
、
子
ど

も
会
な
ど
の
地
域
活
動
で
活
躍
す
る

リ
ー
ダ
ー
で
す
。
グ
ル
ー
プ
活
動
な

ど
を
通
じ
て
楽
し
く
学
び
な
が
ら
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
必
要
な
力
を
、
4

つ
の
コ
ー
ス
で
段
階
的
に
学
習
し
ま

す
。
日
程
等
=
表
4

申
・
問
先
=

青
少
年
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

「
幼
児
の
た
め
の
簡
単
ク
ッ
キ
ン
グ
」

日
程
=
5
月
1
6日
㈲
・
3
0日
㈲
、
6

月
6
日
困
の
全
3
回
、
午
前
1
0
時
～

正
午
対
象
=
1
～
4
歳
児
を
も
つ

母
親

内
容
=
好
き
嫌
い
を
な
く
し

て

「
早
い
」
「
安
い
」
「
お
い
し
い
」

料
理
を
作
る

定
員
=
1
5
人
(
抽
選
)

費
用
=
材
料
費
千
沺
円
、
保
育
保
険

料
4
5
0円

※
と
も
に
全
3
回
分

申

込
=
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
保
育
希
望
の
有

無
(
希
望
有
り
は
、
お
子
さ
ん
の
氏

名
・
年
齢
も
)
を
明
記

締
切
=
4

月
2
5日
必
着

場
・
申
・
問
先
=
青

少
年
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3・0
8
4
1

西
新
#
I
-
4
-
1
7

啻
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

足
立
の
民
謡
を
広
め
る
会

日
時
=
4
月
2
1日
㈲
、
午
前
9
時
4
0

分
開
場

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ

ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
割
切

内
容
=

千
住
節
、
五
尺
の
手
拭
な
ど
、
区
内

に
古
く
か
ら
伝
わ
る
民
謡
を
発
掘
し

普
及
さ
せ
る

出
演
=
足
立
区
民
謡

団
体
連
盟

費
用
=
無
料

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
文
化
振

興
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

第
3
6回
足
立
区
展
作
品
募
集

日
程
等
=
表
5

対
象
=
区
内
在
住

・
在
勤
・
在
学
の
方

規
定
=
表
6

※
個
人
作
品
に
限
る

費
用
=
洋
画

・
彫
刻
…
I
点
2
千
円
/
書
道
・
写

真
:
i
点
千
5
0
0
円

※
中
学
生
以

下
、
障
害
者
の
方
は
無
料

申
込
=

文
化
振
興
係
、
生
涯
学
習
振
興
公
社

各
施
設
、
住
区
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申

込
書
に
記
入
の
う
え
、
作
品
搬
入
日

に
会
場
へ
持
参

問
先
=
文
化
振
興

係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
の
催
し

・
出
張
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
す

男
女
が
と
も
に
住
み
や
す
い
社
会

を
作
る
た
め
に
、
企
業
、
学
校
、
住

区
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
身
近
な
場
所
へ

講
師
が
出
張
し
、
セ
ク
シ
ユ
ア
ル
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
女
性
へ
の
暴
力
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
な
ど
の
講
座
を

開
き
ま
す
。

日
程
、
テ
ー
マ
、
開
催
場
所
な
ど

に
つ
い
て
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
申
込
=
電
話

蚕
講
座
の
企
画
を
募
集
し
ま
す

男
女
平
等
社
会
、
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、
区
民
が
企

画
し
主
体
的
に
運
営
す
る
講
座
の
企

画
を
募
集
し
ま
す
。

※
講
座
の
内

容
、
回
数
、
日
程
な
ど
は
、
全
応
募

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
企
画
会
議
で
決
定

場
所
=
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

対
象
=

区
内
に
活
動
の
拠
点
を
置
く
7
人

以
上
、
う
ち
区
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の
方
が
7
割
以
上
の
グ
ル
ー
プ

申
込
=
所
定
の
申
込
用
紙
(
用
紙
請

求
は
窓
口
で
)
を
提
出

期
限
=
5

月
3
1日

臺
女
性
の
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講

座
パ
ー
ト
H
「
伸
び
た
い
!
伸
ば
し

た
い
!
わ
た
し
の
能
力
(
ち
か
ら
)
」

日
程
等
=
表
7
(
全
5
回
)

場
所
=

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

対
象
=
区
内

在
住
、
在
勤
、
在
学
の
男
女

定
員
=
4
0

人
(
抽
選
)

費
用
=
無
料

申

込
=
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、
参
加
の

動
機
、「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座
」
を
明

記

※
保
育
希
望
者
は
、子
ど
も
(
6

ヵ
月
以
上
就
学
前
。
1
5人
ま
で
)
の

氏
名
、
年
齢
、
性
別
も
明
記

期
限
=
5

月
7
日
消
印
有
効

・
い
ず

れ
も
・

申
・
問
先
=
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3
・
0
8
5
1
梅
田
7
-
3
3
-
1
　
　
　

日
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

表4 ジュニアリーダー研修会日程等

※ いずれも、おもに土・日曜日。定員、申込方法など、< わしくはお問い合わせください

表5 区展日程等

表6 区展の出品規定

表7 女性のためのマネジメント講座日程等

※ いずれも、時間は午後6時45分～8時45分

め
ざ
せ
子
ど
も
一
茶

※
「
俳
句
の
ひ
ろ
ば
羶
」
か
ら
転
載
。
学
年
は
発
表
当
時
の
も
の

桜
咲
き

桃
色
雲
が

う
い
て
い
る

千
寿
第
二
小
学
校
六
年

斉
藤

優
里

か
ぜ
の
お
と

た
ん
ぽ
ぽ
き
っ
と

い
い
き
も
ち

千
寿
第
五
小
学
校
一
年

う
え
き

か
い
ち

春
の
土
手

つ
く
し
が
一
本

ま
た
一
本

第
九
中
学
校
一
年

大
橋

享
文

《
評
‥◎
の
つ
い
た
句
》

春
風
の
音
で
す
。
う
え
き
君
は
う
き
う
き
す
る
く
ら
い
、
い
い
気
持
ち
で

す
。
だ
か
ら
た
ん
ぽ
ぽ
も
、
い
い
気
持
ち
と
感
じ
た
の
で
す
ね
。

炎
天
寺
住
職

吉
野

孟
彦

東京足立少年少女合唱団
第34期生団員募集

練習日・場所=毎週火曜日…こども科学館/毎週木曜日
…教育研究所※ 時間など、くわしくは申込用紙をご覧
ください対象=ジュニアクラス…小学2～4年男女
ノシニアクラス… 小学5 ・6年男女、中学1 年女子/ 準
団員… 小学1 年男女 指導者= 薬師神武夫氏 費用( 月
額) = ジュニアクラス… 1, 500 円ノシニアクラス… 3, 000

円/ 準団員… 1, 000 円 ※ その他制服代 申込=
文化振興係、生涯学習振興公社各施設、住区センターに
ある申込用紙に記入のうえ、練習日に直接会場へ( 保護
者同伴) 問先= 文化振興係03880 ―5984

中学生海外派遣の募集
区の姉妹都市・西オーストラリア州ベルモンド市に消

遣する中学生を募集します。派遣期間=7月31日～S
月10日 対象= 中学2 年相当の区民( 派遣日現在) 冫t
員=20 人 選考= 第1 次… 4 月28日(日)、書類選考およ乙800
宇程度作文試験/ 第2 次… 5 月19日(日)、面接 費胃=

本人負担5 万円 ※ 免除あり 申込= 区内各中学お
または経済観光課にある申込書を持参 期限=4 月19
日 申・問先= 観光交流係S3880- 572C

鹿沼野外レクリェーションセンター
7・8 月の体育館貸切利用

昨年まで、7・8 月の体育館利用は無料個人開放でし
たが、今年から、午前・午後の時間帯ごとに有料での貸
切利用が可能となりました。 ※ 利用できない日もあり

ますので、お問い合わせください 申先= 生涯学習振興
公社各施設 問先= 校外施設係B3880 ―5970
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開かれた学校づくり
14年度から全校実施します

1
3年
度
、
区
内
4
6の
小
・
中
学
校

で
実
施
さ
れ
た
「
開
か
れ
た
学
校
づ

く
り
」
が
、
今
年
度
か
ら
い
よ
い
よ

全
小
・
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
す
。

「
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」は
、
家

庭
、
学
校
、
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
責

任
と
役
割
を
明
確
に
し
な
が
ら
、
連

携
協
力
し
て
子
ど
も
の
成
長
を
支
え

る
し
く
み
づ
く
り
で
す
。

子
ど
も
の
「
生
き
る
力
」
や
「
豊

か
な
心
」
の
育
成
を
目
的
に
、「
3
つ

の
柱
」「
3
つ
の
取
り
組
み
」
を
基
本

と
し
て
、
各
校
が
そ
の
地
域
性
を
生

か
し
た
「
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
」

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
目
的
】

2
1世
紀
を
担
う
子
ど
も
の
育
成

▼
子
ど
も
の
「
生
き
る
力
」
や
「
豊

か
な
心
」
の
育
成

▼
地
域
性
を
生
か
し
た
「
特
色
あ
る

学
校
づ
く
り
」

【
3
つ
の
柱
】

1
。
学
校
の
オ
ー
プ
ン
化

教
育
活
動
や
学
校
運
営
な
ど
の
学

校
情
報
を
積
極
的
に
公
開
し
、
情
報

の
共
有
化
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域

と
学
校
が
連
携
し
て
い
く
し
く
み
を

つ
く
り
ま
す
。

2

地
域
の
学
校
化

地
域
の
人
材
や
文
化
財
な
ど
を
授

業
や
課
外
活
動
に
生
か
し
、
地
域
が

学
校
を
支
え
る
し
く
み
を
つ
く
り
ま

す
。

3
。
地
域
参
画
と
学
校
評
価

地
域
の
方
が
学
校
運
営
な
ど
に
積

極
的
に
参
画
で
き
る
よ
う
に
す
る
と

と
も
に
、
地
域
か
ら
見
た
学
校
評
価

を
行
い
ま
す
。

【
3
つ
の
取
り
組
み
】

「
3
つ
の
柱
」
を
も
と
に
、次
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

1

協
議
会
の
設
置

保
護
者
や
地
域
の
方
な
ど
で
構
成

さ
れ
た
協
議
会
を
学
校
ご
と
に
設
置

し
、
地
域
の
声
を
生
か
し
た
学
校
運

営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

2

授
業
診
断

子
ど
も
た
ち
の
意
見
や
要
望
な
ど

を
も
と
に
、
教
師
が
協
力
し
て
、
授

業
の
工
夫
や
改
善
を
図
り
ま
す
。

3

学
校
評
価

協
議
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
学
校

を
様
々
な
視
点
か
ら
評
価
・
点
検
し
、

教
育
活
動
や
学
校
運
営
の
充
実
・
改

善
を
図
り
ま
す
。

問
先
=

教
育
改
革
推
進
課

一一
J
(
3
8
8
0
)
5
9
8
1

区政70周年記念事業

春の
花まつり

日時=4月14日(日) 、午前9時30分～
午後3f l #3Q分( 午前9 時開園)
※ 駐車場がありますが、大変混み合
います。バスなどの利用をお願いし
ます

場 ・ 問 先= 都 市 農 業 公 園

T73853- 4114

春
の
花
ま
つ
り

主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

桜
の
植
樹
式

午
前
1
0
時
～
1
0
時
3
0
分

3
0品
種
を
越
え
る
桜
の
観
察
会

午
後
1
時
3
0
分
～
2
時
3
0
分

花
ク
イ
ズ
&
風
船
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
　
　
　

午
前
1
0
時
3
0
分
～
3
時

さ
く
ら
餅
作
り
体
験
(
有
料
)

(各
回
当
日
受
付
・
先
着
2
0人
)

①
午
前
1
0
時
～
H
時
3
0
分

②
午
後
1
時
～
2
時
3
0
分

桜
の
フ
ォ
ト
ス
タ
ン
ド
づ
く
り
(
有
料
)
　
(

各
回
当
日
受
付
・
先
着
2
0人
)

①
午
前
H
時
～
正
午

②
午
後
2
時
～
3
時

ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
の
試
飲
会
(
有
料
)

の
だ
て
午
前
1
0
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

野
点
(
裏
千
家
)
、わ
ら
じ
作
り
実
演
、

模
擬
店
な
ど

スケッチあだち
まちの情報・話題をお待ちしています。 問先= 広報係S3880- 5815

足立区で 買おう 食べよう 頼もう
地域の活力は まちのにぎ わいから

あなたの消費が まちのにぎわいを育てます
産業振興課

卒
業
を
祝
う
ス
テ
ー
ジ

3
月
2
4
日
、
千
住
児
童
館
で
、
地
域
の
卒
業
生
を
祝
う

「
フ
ァ
ー
ス
ト
メ
モ
リ
ー
～
ラ
イ
ブ
だ
よ
・
全
員
集
合
ヱ

が
開
か
れ
ま
し
た
。
小
学
生
の

か
わ
い
い
ダ
ン
ス
や
中
・
高
校

生
の
バ
ン
ド
演
奏
、
地
域
の
大

人
か
ら
の
歌
や
踊
り
な
ど
、
様

々
な
世
代
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ゲ
ス
ト
に
は
千
住
出
身
の
シ

ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
安
藤

秀
樹
さ
ん
が
参
加
し
、
ト
ー
ク

と
歌
で
会
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。
み
ん
な
で
作
り
上
げ
た
こ

の
ス
テ
ー
ジ
は
、
卒
業
生
た
ち

に
と
っ
て
思
い
出
に
残
る
も
の

に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

▲ 安藤秀樹さん
が熱唱

元
気
な
演
技
を
披
露

今、魚が大ブーム
3月10日足立市場で、魚の消費拡大

などを目的に「千住の魚河岸・春の旬
鮮魚祭り」が開かれ、11, 000人のお客さ
んでにぎわいました。
高級本マクロの解体パフォーマンス

も行われ、見事な包丁さばきを披露。
切り開かれた脂ののった身を見た観客
からは、思わず「おいしそう」という
声がこぼれ、食欲をそそっていました。
足立市場直送の健康に良い魚は、近所

の鮮魚店でお買い求め下さい。

▲ 開始早々お客さんでいっぱ
いになりました

・・・豪快なマクロの解体

今年は早咲き
区内各所の桜の名所で、たくさ

んの方がお花見を楽しみました。
今年は、例年になく桜の開花が早

く、すでにソメイヨシノなどの品
種は、花びらを落としています。
都市農業公園などでは、まだヤ

エザクラが見られます。

▲ サクラ満開、春うらら

( 14年3 月20日撮影: 栗六公園)

おとうさん 、
おかあさ んと

いっしょ
3月17 日、江北地域学習センターで、

「ファミリーカーニバル2002 」が開か
れました。36組の親子が、親子体操やゲ
ームなどで、気持ちのいい汗をかきまし

た。

「
ヒ
カ
ル
」
に

負
け
る
な
!

3
月
2
3日
、
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
で
。

「
ヒ
カ
ル
の
碁

ジ
ュ
ニ
ア
入
門
教

室
」が
開
か
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
3

歳
か
ら
1
8歳
ま
で
の
初
心
者
の
子

ど
も
た
ち
約
3
0
0人
が
集
合
。
石
の
置

き
方
や
並
べ
方
、
陣
地
の
取
り
方
な

ど
を
習
つ
た
あ
と
、
対
局
に
入
り
ま

し
た
。

さ
て
、
こ
の
子
ど
も
た
ち
の
中
か

ら
本
因
坊
は
…
。

卜
ど
の
子
も
真
剣
そ
の
も
の

▲ 「どこにおこうかなあ? 」

古紙配合率75%再生紙を使用しています 285, 000


